
２０１９年度 年主題〈ことばに満たされて～ひびきあう〉
1･2歳児７月主題 ｢触れてみる｣ 3･4･5歳児７月主題 「試す」

月のねがい 月のねがい

◎神様に守られている園生活を喜ぶ ◎祈りたい気持ちが芽生え、表わそうとする

◎絵本や歌を通して言葉の豊かさに触れる ◎たっぷりとした時間の中で試したり、考えたり、

◎保育者の援助を受けながら、 失敗してももう一度やってみよううとする、

自分の思いを伝えようとする ◎楽しい事を重ねる中で、様々な事への興味関心を広げる

◎水や砂、土に触れて感触を楽しむ ◎砂場遊びや造形を通して、創造することや表現することを楽しむ

７月、梅雨が明ける頃になると、夏の日差しを受け、木々の葉が

色濃くなり、光と影のコントラストもはっきりして世界が生き生き

としてくるように感じます。それに合わせるかのように、子どもた

ちの活動も生き生きとしてくる時です。

気温が上昇し始めると、気になるのが汗対策です。ちょっと動

いただけでも汗が吹き出し、顔を真っ赤にする子どもたちは、汗

の処理をしっかりしておかないと、あせもやとびひになります。

暑いと感じると、脳から自律神経に指令が伝わり、汗を出す事に

よって体温を調整してくれます。こうした体の仕組みを受けて上

手に汗をかきながら、日々の生活の中で汗の処理も覚えていく

ことが、自立した体つくりにつながっていくのだと思います。そ

うはいっても、まだまだ小さいうちは汗の処理がうまくいかず、

あせもになりがちですね。

私の小さい頃の体験です。幼稚園の

先生と友だちで散歩をした時、木陰に

腰をおろし帽子をとって、先生が｢おで

こが汗でびっしょりになったね。髪の毛

をかきあげて汗を拭いてごらん !｣とい
われました。そのとおりにすると、木陰の風が優しくおでこにあ

たり、『ほんと、気持ちいいな～!』と感じたことを覚えています。
子どもたちにも、たくさん遊んで汗をかいた後、気持ちのいいと

思える感覚を是非とも獲得してほしいものです。

７月は、天気ともにらめっこしながら、水遊びやプール遊びを

楽しみます。そして、種子島のきれいな海にも出かけて行って、

ダイナミックに体を動かして遊びたいと思いますます。いっぱい

遊んで疲れた体には、十分な食事と睡眠で、夏を乗り切る元気な

体つくりにご協力ください。そして、汗で着替えも増え、洗濯物

の量も増えてきます。 毎日のお洗濯でお世話をかけますが、ど

うぞご協力お願いいたします 園 長

≪ 子どもと一緒に遊ぼう PartⅢ 「パズル」≫
何とも頼もしい表情です。ジグソーパズルをしている彼女の脳の中では、一体どんな発達が進ん

でいるのでしょう？完成図を予想する想像力、全体と部分を見る観察力、形の認識、色の認識、数
の認識、ピーズをはめる手先の器用さなどが活発に働き、これらを総動員して「集中して考える力」
が培われています。こども園でも「どこからやったらいいの？」「ここは何色？」「これはどこ？」
と質問攻めで「できなーい！」から「わかった！」「あと３つだ！」「できるよ！」と言えるように
なるまで子どもたちは自ら何度も何度も繰り返し習得しています。そして友だちにも上手に説明し
ていたりします。こうした体験を積むことで、記憶力や論理的に考える力、そして言葉で伝える言

語理解も豊かに育まれているように思います。
パズルには様々な種類があり、1歳未満から楽しめるのが

1枚ピース。〇△□の型はめパズルです。①図は円柱差しも
ついていて、達成感を体験しやすい楽しい玩具です。また1
歳から2歳にかけては②図のような2枚パズルから6枚パズ
ル、12枚パズルなど子どもの興味に合わせてピース数を増
やしていくこともができます。③図の型はめパズルは回転
盤になっていて、子どもの興味のあるものを〇板の下にそれぞれ隠して記憶させ、回転させて位置を変えるという空間の変
化にも対応できる記憶力を育てることを目的とした玩具です。

その他にも、全体と部分の構成を触覚と視覚で判断することを目的とした④⑤や、二次元（平面）
と三次元（立体）の具体的な理解を目的とした⑥のギアパズルなどもあります。どのパズルも色・
形・数、そして大小長短等にも興味が持てる作りになっていて、幼児期に獲得し
ておきたい様々な概念理解の能力がグングン伸びていきます。お子さんの新たな
能力にきっと驚かされるでしょう（当園でも展開している玩具を紹介しました）。
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 木口屋 恵子 

７月の行事予定

2 日(火) 海遊び(４･５才児)・弁当日

8 日(月) プール遊び(市営プール)

10 日(水) 海遊び(２･３才児)

13･14 日 お泊り保育(年長児)

16 日(火) 誕生会(２才以上児 6 ～ 8 月生)

〃 弁当日

19 日(金) 一学期終園日(１号午前保育)

８月の行事予定

1 日(木) 夏季保育（１号午前保育）

3 日(土) 夕涼み会

13 ～ 15 日 弁当日（２・３号のみ）

21 日(水) 夏季保育（１号午前保育）

今月の聖句 すべてのことにおいて感謝しなさい。
Ⅰﾃｻﾛﾆｹ5：18

この言葉は切離せない３句で構成されています。その句を再掲します。
「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。」と続きます。「これこそ神が
望んでおられることなのです」19で結んでいます。祈りは三つを結ぶキーワードです。
本学園では、開設以来「主の祈り」を取り入れております。呪文の様なことばを唱えて何の教育的
価値があるのかという批判もありますが、これは教育内容としてではなく、霊魂をもつ人間の霊的活
動として理解しましょう。祈りは訴えであり語りかけであり、神との交わりです。ちなみに、主の祈りはキリ
ストさまが直接教えてくださったものです。
主の祈り第１ 神様に呼びかけるための祈り 「天にましますわれら父よ」
主の祈り第２ 新天新地を求める祈り 「名をあがめさせ給え み国を来たらせ給え み心の天

になるごとく 地にもなさせ給え（平和に関する意味も含まれます。）
主の祈り第３ 衣食住の必要を求める祈り 「我らに必要な日々の糧を今日も与え給え」
主の祈り第４ 罪を許しあうための祈り 「我らに罪を犯す者を赦ス如く我らの罪をも赦し給え」
主の祈り第５ 悪より救われるための祈り 「我らを試みに合わせず悪より救い出し給え」
以上の祈りに支えられれば如何なる困難も聖化されて喜びと感謝にかられます。

牧師・前理事長 池田公栄
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れ
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縁
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触
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触
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あ
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海
や
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や
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走
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回
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や
小
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カ
ブ
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を
追
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か
け
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は
ロ
ケ
ッ
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が
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で
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く
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見
上
げ
る
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、
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友
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も
た

ち
・・・
な
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れ
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と
か
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ど
う
ぞ
宝
物
の

よ
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な
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を
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で
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だ
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い
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

今
で
き
る
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と
を
、
皆
さ
ん
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共
に
整
え
て
く
だ
さ
る
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と
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。こ
の
夏
も
子
ど
も
た
ち
と
共
に
暑
さ
を
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

学
園
長


